




政治家の嘘
　民主党の古賀潤一郎議員による学歴詐称事件によって、ますます

政治家の嘘に対して、世間は厳しい目を向けている。政治家に注目す

ることは良いことだ。政治浄化の第一歩は、有権者が常に政治家の動

向に注目することから始まる。一般的に政界で、嘘か誠か問われるの

は、学歴詐称などではなく、政策の方だ。選挙中と選挙後の政策が、微

妙に変化している政治家を思い出すことはないだろうか。そのよう

な政策の変化を政治家自身が「嘘」とは言わない。確かにそれを「嘘」

とは言えないかもしれない。それでも、賢い有権者ならば、政治家に

は「選挙用の政策」と「政党の政策」と「本心の政策」と「妥協の政策」な

ど、いくつもの政策を持ち合わせていることなど、きっとご承知だろ

う。それらはどれも微妙に違うばかりか、正反対の場合もありうる。

　1988年から1989年にかけて、消費税導入反対という一大ブーム

があった。選挙の時、自民党の中には、政党関係者には賛成だが、有権

者には反対だと言った政治家がいた。反対だと言って当選したのに、

当選した途端に、賛成になった議員もいた。

　2001年には、小泉ブームがあった。行政改革を推進する立場から、

抵抗勢力と言われ、小泉政権に反対する自民党議員たちが批判された。

その時、抵抗勢力でありながら「私こそが小泉行革を押し進める」と

言って小泉支持を打ち出した抵抗勢力出身の候補者がいた。当選し

た途端、元通り小泉首相の批判勢力になった。

　2003年の衆院選挙では、民主党が躍進した。その時、民主党は「高

速道路を無料にする」と言った。選挙後に、実は多くの候補者が、この

政策に反対だったという報道を目にした。でも、選挙中に「私は民主

党の候補者だが、高速道路の無料化には反対する」という話を聞いた

ことがない。

　多分、私も含め、ほとんどの有権者の記憶にはもう残っていないだ

ろう。消費税導入の時、それに賛成して落選した候補者のことを。ま

た抵抗勢力とのレッテルを貼られ、それでも小泉不支持を貫き、落選

した候補者のことを。そして「高速道路を無料にする」と言っていな

がら、民主党を追い出された政治家のことを。

　政治家は嘘つきだとよく言われる。その通りだ。ただ有権者と関係

なく存在する議員はいない。立候補は誰でもできるが（政治家には誰

でもなれるが）、当選は（議員になることは）有権者から認められた者

しかなれない。「政治家は嘘つき」と知りつつも、それを認め、議員に

させてきたのも、有権者の意思だ。

　たかだか十何年の歴史を振り返ってみても、世間の評判に関係なく、

信念を貫く議員は、まず落選する。または落選の危険性を持つ。どん

なにきれい事を言っても、政治家は落選してしまっては意味がない。

当選してこそ仕事ができる。落選したら、ただの人なのだ。

　つまり嘘をつかないと生き続けられない弱さが、泥臭さが、政界に

はある。突き詰めて言えば、政界だけではない。会社や家庭のような、

一般社会でも同じだ。つまり、政界という「特殊な場所」だけでなく、

生き続けていくことにこそ、弱さも嘘も泥臭いことも小ずるいことも、

全部含まれている。人間誰もが持っているイヤらしい部分を無視して、

この世の中では生きてはゆけないのだ。

　私は有権者一人一人の心の中に問いたい。会社の中で嘘をついた

ことはありませんか。家庭の中で嘘をついたことはありませんか。

　思わず嘘をついてしまう弱さが、人にはある。それは政界も一般社

会も変わらない。同じだ。政治家が嘘つきなのではなく、人間こそが

嘘つきなのだ。

　正直に生きることがどれだけ難しいことか。それにもまして、正直

であることが、日本では高く評価されていない。美徳にはなっていな

い。「正直であれ」と強要した相手に対して、その本心が表れたときに、

それを丸ごと認め、許せるだけの度量が日本人にはない。正直である

ことによって、表れた事実を無条件に認め、許す度量がなければ、決し

て正直が「美徳」にはならない。

　テストの点数を正直に言いなさいと言う母親に対して、正直に話し

て怒られた子どもは、そこから何を学ぶだろう。浮気をしたならば正

直に言いなさいと恋人に言われ、正直に話して怒られた人間は、そこ

から何を学ぶだろう。

　その通り。日本とは、嘘が「求められる」社会なのだ。どこかに事実を

知らなくても良いという、事実に向き合う厳しさを放棄している社会

なのだ。正直であることが評価されない社会では、心地よい嘘こそ、も

てはやされる。ばれない嘘は、人を幸せにさえさせる普通の行為なのだ。

　政治家とはどのような人なのか。「常に有権者へ片思いをしている人」、

それが政治家だ。政治家は、いつも有権者のことを思っている。愛して恋

してたまらないのに、その気持ちが有権者になかなか伝わらない。有権

者に振り向いて欲しいと思い常に求愛し続けている。振り向いたら振り

向いたで、今度は浮気が心配になる。常に浮気に怯え、いつも悩んでいる。

それなのに有権者からは「なぜ私のことを考えてくれないの、自分こと

ばかり考えているの」と叱られている。このような人が政治家だ。

　こちらを見て欲しい、こちらに振り向いて欲しいと願いつつも、有

権者の気まぐれに翻弄されて、いつも戸惑っている「おどおどした」人

たちなのだ。おどおどした気が弱い人たちだからこそ、ついつい嘘も

ついてしまう。いつかその嘘がバレルのではないかと、怯えながらも

嘘をつき続けている。

　逆に嘘をつかない政治家とは、どのような人たちなのだろうか。イ

メージしてみよう。

　二世や三世と言われる世襲議員。間違いなく選挙に強い。

　しっかりとした政党に所属している議員。選挙に強く、政党の嘘に

隠れることができるので、個人の責任を問われない。

　資産家の議員。議員歳費により生活しているわけではないので、落

選をそれほど恐れない。

　それに比べて、しっかりとした政党に所属することもなく、議員歳

費を生活費にあてている貧乏議員は、自分が生きてゆくために、また

家族を養うために、当選し続けなければならない。そうなれば、必然的

に嘘をつく可能性が多い。

　よって、このような貧乏議員は政界に必要ないという意見もある。

議員とは、お金持ちだけで構成されるのが良いとする考え方だ。議員

不要論もあるくらいだから、貧乏議員を無くすことが有権者の意思な

らば、それもまた良いだろう。有権者の意思は絶対だ。

　議員には必ず4年に一度の試験がある。この試験に落ちてしまうと、

失業者になる。職に対して真剣で、生活が切実であればこそ、嘘をつき

たくなる貧乏議員も出てくる。当然だろう。

　政治家は嘘をつく。それを認めた上で、私は最後に二つのお願いを

有権者にしたい。

　一つ目は、政治家の嘘を上手に見抜いて欲しい。嘘か誠か。様々な立

場が、政治家に嘘をつかせる。嘘だと知っていながら、有権者に言う場

合がある。（本当は応援したくない人なのに、所属政党の公認候補だと

いう理由で、有権者に紹介するようなこと）是非、その嘘をわかった上

で、投票して欲しい。

　それにもう一つ。私に対して「嘘をついていますか」という質問はや

めて欲しい。私はいつも「正直です」としか答えることができません。

私だけでなく、全ての政治家に対しても同じです。さすがにそれは愚

問というものです。
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